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13-4 競争は各個の資本家に資本主義的生産様式の内在的な諸法則を外的な強制法則とし

て押しつける

「資本家は、ただ人格化された資本であるかぎりでのみ、一つの歴史的な価値とあの歴史

的な存在権…をもっているのである。……価値増殖の狂信者として、彼は容赦なく人類に

生産のための生産を強制し、したがってまた社会的生産諸力の発展を強制し、そしてまた、

各個人の十分な自由な発展を根本原理とするより高い社会形態の唯一の現実に基礎となり

うる物質的生産条件の創造を強制する。……このようなものとして、彼は貨幣蓄蔵者と同

様に絶対的な致富欲をもっている。だが、貨幣蓄蔵者の場合に個人的な熱中として現れる

ものは、資本家の場合には社会的機構の作用なのであって、この機構のなかでは彼は一つ

の動輪でしかないのである。……そして、競争は各個の資本家に資本主義的生産様式の内

在的な諸法則を外的な強制法則として押しつける。競争は資本家に自分の資本を維持する

ために絶えずそれを拡大することを強制するのであり、また彼はただ累進的な蓄積によっ

てのみそれを拡大することができるのである。」（大月版『資本論』② P771B8-772F5 ）

※〈競争と競いあい〉の 14-4 と〈資本の歴史的任務と資本による資本の止揚〉の 20-1
にも重複掲載。


